
 

★ 先輩達は・・・ 

 

国立競技場で時期を同じくして開催された関東インカレで、 

伊藤祐一郎が２００ｍ、１６００ｍＲ、 

故障あがりの後藤乃毅が４００ｍＲで入賞を果たした。 

田中 俊は入賞を期待されながら、 

大学全体の麻疹集団欠場のため 

次のレースを狙う。大学のエースとなった高橋 大も 

故障からの復帰が期待される。 

 

みんなそれぞれのカテゴリーで頑張っている。 

 

 

 

★ 佐賀、埼玉インターハイへ 

 

埼玉県の決勝が終わった瞬間から、次のステージが始まっている。 

過去には戻れないし、毎年決まった時期に淡々と大会はやってくる。 

そして新入生もやがては進学し、卒業していく。 

今年の佐賀インターハイは後たった二ヶ月で始まる。 

その一年後には埼玉インターハイだ。 



 

★ 永遠の赤き風になれ 

 

２００５年の東部制覇の記念写真をみて思いにふけった。 

今の３年生が後ろのほうに当事の新入生として写っているのだ。 

弓削も高橋もまだ１５歳の少年だった。 

彼らから見た屈強な上級生は、さぞかっこよかったろう。 

 

それから二年、最上級生となった彼らは着実に成長した。 

そして春高陸上部の名に恥じぬ戦いを立派にしている。 

 

今、その姿を見て後輩たちは「俺も来年は！」と心に誓うだろう。 

上級生がきちんとしていれば後輩もそうなる。 

それは永遠に継続され、春高陸上部のスピリッツは継承されていくのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

埼玉インターハイスローガン「永遠の風になれ」は 

まさに我がチームの心に響く言葉である。 

 

「永遠の赤き風になれ」 

 

 

撮 筆  ３７回  のもと 

 

 

 

 

 

 

 


